
ハンセン病（リデル、ライト両⼥史）
ハンセン病は、らい菌によって引き起こされる感
染病です。当時、不治の病、うつる病気として、
恐れられたハンセン病。国は隔離政策をとり、多
くの患者の⼈⽣を奪っていった経緯があります。
そのハンセン病に⽴ち向かっていった⼈をパネル
で紹介。
１９９６年にらい予防法が廃⽌されましたが、

その後も、ハンセン病元患者には、厳しい差別の
現実が続いています。

B２：１８枚

ハンナ・リデルは、イギリスの宣教師で、1895
年熊本に熊本初のハンセン病病院（回春病院）を
作りました。彼⼥が亡くなった後、妹ハンナ・ラ
イトがあとを継ぎ、引き続き、ハンセン病患者の
救済に尽⼒しました。⽇本のハンセン病の歴史に
⼤きな影響を与えました。


